

































 本研究は、主題・対象・方法を提示した序章に続いて、第 1 章から第 11 章までの
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論第Ⅱ部も 3 章から成り、第 4 章では近世琉球王国の地頭制の下で父兄出自と家が士族
階層を支える文化的価値となったこと、第 5 章では琉球王府の役職の不安定さが士族の
寄留民化を促したこと、第 6 章ではそうした状況下で兄弟の連帯と協力が見られること
が明らかにされる。第Ⅲ部は 2 章から成り、第 7 章では琉球処分後の沖縄で旧来の社会
階層が維持されつつも変容したこと、第 8 章ではその結果無禄となった士族が寄留民化
しつつ兄弟の連帯と協力を通して多様な適応を遂げたことが明らかにされる。第Ⅳ部は 3
章から成り、第 9・10 章では沖縄県南部の寄留民集落における兄弟のつながりと地域社
会の形成が、第 11章では糸満漁民集落における兄弟関係の実態が民族誌的に描かれる。 
 そして、終章では、日中両属体制下の琉球・日本統治下の沖縄の政治経済体制が構造
的に寄留民を生みだし続けたこと、そして兄弟を中心とした実践的親族という階層に特
有の親族文化が歴史的に形成されたことが結論づけられる。 
 琉球・沖縄における寄留民の実態を歴史的かつ民族誌的に明らかにする研究は斬新で
あり、沖縄研究の間隙を埋めるものでる。また、兄弟の果たす役割を解明した本研究は、
人類学における親族理論の発展に寄与するところ大なるものがある。よって、本論文の
提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
